
正
義
を
重
ん
じ
公
正・公
平
な
社
会
を

正義を重んじ公正・公平な社会を

「
人
権
の
世
紀
」
と
言
わ
れ
る
二
十
一
世
紀
に
入
っ
て

既
に
十
年
以
上
が
過
ぎ
た
。

正
義
を
重
ん
じ
、

公
正
、
公
平
で
差
別
や
偏
見
の
な
い
社
会
を
目
指
し
て
、

社
会
全
体
で
様
々
な
取
組
が
行
わ
れ
て
い
る
。

し
か
し
、
現
実
に
は
、

依
然
と
し
て
、
差
別
や
偏
見
を
受
け
、
苦
し
ん
で
い
る
人
た
ち
が
い
る
。

こ
う
し
た
差
別
や
偏
見
に
対
し
、

社
会
を
構
成
す
る
私
た
ち
一
人
一
人
が

断
固
と
し
て
立
ち
向
か
わ
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

私
た
ち
の
学
校
で
も
起
こ
り
う
る
「
い
じ
め
」
も
、

正
義
に
反
す
る
卑
怯
な
行
為
で
あ
る
。

私
た
ち
の
力
で
、

い
じ
め
や
差
別
の
な
い
社
会
を
実
現
す
る
た
め
に
、

ど
う
し
て
い
け
ば
よ
い
だ
ろ
う
か
。

　「……人間は、理性と良心とを授けられており、互いに同胞の精神をもって行動しな

ければならない。」世界人権宣言、第一条の文言である。

　ここで述べられていることが達成できれば、どれだけ世の中が明るくなることだろう。

　近い将来、私たちが社会の担い手となる。差別や偏見を憎み、それを断固として許

さないという強い思いを、自分の中に、そして社会全体に育てていきたい。

差別や偏見のない社会の実現のための課題や、これまで学んだこと、考えたこと、話
し合ったことなどをまとめてみよう。

正
義
を
重
ん
じ
公
正・公
平
な
社
会
を

⑶
【前文】

　人類社会のすべての構成員の固有の尊厳と平等で譲ることのできない権利とを承認することは、

世界における自由、正義及び平和の基礎であるので…（以下略）

【第一条】

　すべての人間は、生れながらにして自由であり、かつ、尊厳と権利とについて平等である。人間は、

理性と良心とを授けられており、互いに同胞の精神をもって行動しなければならない。

【第二条】

１　すべて人は、人種、皮膚の色、性、言語、宗教、政治上その他の意見、国民的若しくは社会的出身、

　財産、門地その他の地位又はこれに類するいかなる事由による差別をも受けることなく、この

　宣言に掲げるすべての権利と自由とを享有することができる。（２以下略）

す
で

へ
ん 

け
ん
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ぜ
ん

ひ
き
ょ
う
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き  そおよ

さず
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ひ  ふ も
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にな にく
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世界人権宣言（抜粋）世界人権宣言（抜粋）



いじめをなくそう 正義感

悪いことをやめさせることがなかなかできないのは、なぜだろう。これまでの生
活を振り返り、考えたことや話し合ったことをまとめてみよう。

正義を重んじ公正・公平な社会を

いじめを解決するために一人一人に何ができるか、友達と話し合ってみよう。

友達に嫌なことを言ったり、無視してしまったりしたことはないだろうか。

友達がいじめを受けているとき、

知らない振りをしたり、

いじめている人に注意ができなかったり、

いじめられている仲間から相談を受けても

何もできなかったりしたことはないだろうか。

正義感

悪いことをやめさせることがなかなかできないのは、なぜだろう。これまでの生
活を振り返り、考えたことや話し合ったことをまとめてみよう。

国立青少年教育振興機構「青少年の体験活動等と自立に関する実態調査」（平成 22 年度）

「友達が悪いことをしていたら、やめさせること」
■あなたはどのくらいしていますか。

小学４年生

小学５年生

小学６年生

中学２年生

高校２年生

必ずしている していない 不明だいたいしている あまりしていない

0 20 40 60 80 100（％）

17.5 46.9 27.0 7.8
0.9

13.4 50.9 29.7 5.6
0.5

11.3 49.6 30.8 8.0
0.4

5.9 29.4 45.2 19.2
0.2

8.0 30.2 42.3 19.2
0.2

いじめを解決するために一人一人に何ができるか、友達と話し合ってみよう。

いじめられている仲間から相談を受けても

何もできなかったりしたことはないだろうか。

文部科学省「児童生徒の問題行動等生徒指導上の諸問題に関する調査」（平成 24 年度）

中学校におけるいじめの形態（複数回答）

冷やかしやからかい、悪口や脅し文句、嫌なことを言われる。

仲間はずれ、集団による無視をされる。

軽くぶつかられたり、遊ぶふりをして叩かれたり、蹴られたりする。

ひどくぶつかられたり、叩かれたり、蹴られたりする。

金品をたかられる。

金品を隠されたり、盗まれたり、壊されたり、捨てられたりする。

嫌なことや恥ずかしいこと、危険なことをされたり、させられたりする。

パソコンや携帯電話等で、誹謗中傷や嫌なことをされる。

その他

0 10 20 30 40 50 60 70 80（％）

6.7

7.5

7.3

おど

は

66.7

18.7

18.7

5.8

2.4

3.1
ふ

いや

けたた

こわぬすかく

ひ   ぼうけい たい でん  わ
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全ての人の目から、
あらゆる涙を拭い去ることが
私の願いである。
ガンディー

●インド出身。弁護士、政治指導者。非暴力・不服従
の方針を掲げ、イギリスの植民地とされていたイ
ンドの独立運動を指導した。●その思想は、米国で
アフリカ系アメリカ人の公民権運動を指導したキ
ング牧師にも影響を与えたと言われる。

ガンディー（Mohandas Karamchand Gandhi）1869～1948

この人に学ぶ

メッセージ

若き日のガンディー

メッセージ

message
正義を重んじ公正・公平な社会を

すべての生徒は、“楽しい学校生活を送る”権利を持っています。
“いじめ”は、この権利を奪うものです。
いじめを受けた人のみならず、
いじめを行った人や周囲で見ていた人にも、
心に癒えることのない傷が残るのです。
いじめは、絶対に犯してはならない大きな過ちです。
人間は本来、優しい心を持っています。
人を思いやり、愛し、慈しむ心があるのです。
その優しさを表す勇気こそ、私達は持つべきなのです。

東京都内の全ての中学校から、全ての生徒の責任として、
あらゆるいじめをなくし、
互いに支えあい、誰もが楽しいと思える学校を作るために、
私達はここに次のことを宣言します。
一、どんな理由があっても“いじめ”は絶対にしません。
一、いじめを見つけたら、自分たちに出来ることを考え、行動します。
一、一人ひとりが互いの個性を認め合い、思いやりの心を持って、
　  中学校生活を送ります。

いじめ撲滅宣言

■東京都中学校生徒会長サミット
平成１９年１２月２２日

20140108＝責了

　
ガ
ン
デ
ィ
ー
は
、非
暴
力
、不
服
従
を
貫
き
、イ
ン
ド
独
立
運
動
を
指
導
し
た

人
物
で
す
。彼
は
自
叙
伝
で
次
の
よ
う
な
少
年
時
代
の
体
験
を
語
って
い
ま
す
。

　
十
五
歳
の
と
き
、ガ
ン
デ
ィ
ー
は
兄
の
純
金
の
腕
輪
か
ら
金
を
少
し
削

り
取
っ
て
売
っ
て
し
ま
い
ま
す
。兄
の
借
金
を
返
す
た
め
で
し
た
が
、盗
み

を
し
た
こ
と
で
ガ
ン
デ
ィ
ー
の
心
は
深
く
傷
付
き
ま
し
た
。二
度
と
盗
み

を
し
な
い
と
決
心
し
、父
に
打
ち
明
け
よ
う
と
し
ま
す
。し
か
し
、臆
病
だ

っ
た
ガ
ン
デ
ィ
ー
に
は
、口
に
出
す
勇
気
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。ガ
ン
デ
ィ
ー

は
手
紙
を
書
き
、父
に
罰
を
与
え
て
く
れ
る
よ
う
に
頼
み
ま
す
。手
紙
を

読
み
終
え
た
父
の
目
か
ら
、涙
が
両
ほ
お
を
伝
わ
っ
て
こ
ぼ
れ
落
ち
ま
し

た
。手
紙
を
引
き
裂
き
、何
も
言
わ
ず
悲
し
む
そ
の
と
き
の
父
の
姿
を
ガ

ン
デ
ィ
ー
は
終
生
忘
れ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
人
種
差
別
と
の
闘
い
は
、
一
八
九
三
年
の
南
ア
フ
リ
カ
で
の
出
来
事
か
ら

始
ま
り
ま
す
。イ
ギ
リ
ス
に
留
学
し
、弁
護
士
の
資
格
を
取
っ
た
ガ
ン
デ
ィ
ー

は
、イ
ン
ド
人
の
経
営
す
る
会
社
に
雇
わ
れ
南
ア
フ
リ
カ
に
渡
り
ま
す
。ヨ

ー
ロッ
パ
式
の
服
装
を
し
て
い
た
ガ
ン
デ
ィ
ー
で
し
た
が
、マ
リ
ッ
ツ
バ
ー
グ
駅

で「
一
生
で
、一
番
創
造
的
な
体
験
」を
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。一
等
車

の
切
符
を
購
入
し
乗
車
し
て
い
ま
し
た
が
、人
種
差
別
に
遭
い
、低
い
等
級

の
車
両
に
移
る
よ
う
命
じ
ら
れ
た
の
で
す
。移
動
を
拒
ん
だ
ガ
ン
デ
ィ
ー
は

警
官
に
降
ろ
さ
れ
、一
晩
駅
の
プ
ラ
ッ
ト
ホ
ー
ム
で
過
ご
し
ま
し
た
。こ
の

体
験
が
、ガ
ン
デ
ィ
ー
の
出
発
点
に
な
り
ま
し
た
。

　
こ
の
後
、ガ
ン
デ
ィ
ー
は
、人
種
差
別
と
の
闘
い
を
始
め
ま
す
。ま
た
、差

別
と
貧
困
に
苦
し
む
人
々
を
救
う
た
め
に
、伝
染
病
が
流
行
し
た
と
き
に

は
ス
ラ
ム
に
行
き
看
護
も
し
ま
し
た
。イ
ン
ド
に
帰
国
し
て
か
ら
は
、身
分

制
度
の
最
下
層
に
置
か
れ
、長
く
苦
し
ん
で
き
た
人
々
の
地
位
向
上
の
た

め
に
力
を
尽
く
し
、さ
ら
に
は
非
暴
力
、不
服
従
の
考
え
方
の
下
、イ
ン
ド

の
イ
ギ
リ
ス
か
ら
の
独
立
運
動
の
先
頭
に
立
っ
た
の
で
し
た
。　

　
ガ
ン
デ
ィ
ー
は
言
い
ま
す
。「
全
て
の
人
の
目
か
ら
、あ
ら
ゆ
る
涙
を
拭
い

去
る
こ
と
が
私
の
願
い
で
あ
る
。」「
私
の
人
生
こ
そ
が
、私
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

で
あ
る
。」と
。

人物探訪人物探訪

column

　大きな社会問題ともなっているいじめ。その防止や解決に向けて、中学生自身
が立ち上がり、力を合わせ、主体的に取り組む例も増えてきています。
　これはそうした取組の一つとして宣言されたものです。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

つ
ら
ぬ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

   

か
れ

　
　
　じ

　じ
ょ 

で
ん

　
　
　
　
　
　
　

  

さ
い                                           

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　う
で   

わ

　

 

　
　
　
　
　
　
　

 

　
　
　
　
　
　
　
　け
ず

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

                

ぬ
す

        

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　お
く 

び
ょ
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

ば
つ

　
　
　あ
た

　
　
　
　
　

  

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

    

た
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

な
み
だ

                                                    

さ

　
　

 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

   

た
た
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

   

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

   
や
と    

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

   

わ
た

　
　

 

き
っ

　ぷ

　
　
　こ
う 

に
ゅ
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

あ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

   
こ
ば

　
　
　
　
　ひ
ん  

こ
ん    

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

で
ん  

せ
ん 

び
ょ
う 

                       

　
　
　
　
　
　
　
　

  

か
ん   

ご

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

ぬ
ぐ

なみだ　　　　  ぬぐ

ぼく   めつ

うば

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　おか　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 あやま

　　　　　　　　　　　　　　　　  やさ

 たが　 　　　　　　　　　　　　　　　  　　だれ

い

いつく

たち

えい  きょう あた

165 164



役
割
と
責
任
を
自
覚
し
集
団
生
活
の
向
上
を

役割と責任を自覚し集団生活の向上を

人
間
は
社
会
で
生
き
て
い
く
た
め
に
、

何
ら
か
の
集
団
の
一
員
に
な
っ
て
い
る
。

自
分
の
意
志
で
所
属
す
る
こ
と
も
あ
れ
ば
、

学
級
の
よ
う
に
、
決
め
ら
れ
た
集
団
に

所
属
す
る
こ
と
も
あ
る
。

ど
ん
な
集
団
で
も
、
目
標
を
達
成
し
た
り
、

そ
こ
で
の
生
活
を
向
上
さ
せ
た
り
し
て
い
く
た
め
に
は
、

構
成
す
る
一
人
一
人
が
協
力
し
合
い
、

役
割
と
責
任
を
果
た
す
こ
と
が
必
要
と
な
る
。

集
団
の
中
で
も
互
い
に
尊
重
し
合
い
、

そ
の
目
標
を
着
実
に
実
現
し
、

他
の
集
団
か
ら
も
尊
敬
さ
れ
る
、

そ
ん
な
集
団
を
つ
く
っ
て
い
く
た
め
に
は
、

ど
う
し
て
い
け
ば
よ
い
の
だ
ろ
う
か
。

集団として目標を達成するために、大切なことは何かを考えてみよう。

　オーケストラには、弦楽器、管楽器や打楽器の独特の音色や、旋律の重なり、
ピアニッシモからフォルティッシモまでの音量のダイナミックな変化など、合
奏ならではの魅力がある。
　しかし、オーケストラで美しい曲を奏でるためには、音量のバランス、テン
ポ、タイミング……、どれか一つ、誰か一人が、少しでもずれると調和がとれ
ない。
　各楽器を担当する一人一人、そして指揮者も、各自が担う役割をしっかりと
果たすことで、聴く人の心に響く音楽が生まれる。
　私たちが所属する様々な集団においても、その目的と意義を理解し、自分の
役割を自覚して責任を果たしているか、自分自身を振り返って考えてみたい。

役
割
と
責
任
を
自
覚
し
集
団
生
活
の
向
上
を

⑷一人一人が輝く集団づくり

た
が

かがや

げん が っ   き せんりつ

み  りょく

かな

だれ

ひび

にな

ふ

き
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所属している集団 自分の果たしている役割

自分が所属している集団の中で、どのような役割や責任を果たしているか振り返っ
てみよう。

これまでの学校生活や日常生活を振り返って、集団の一員であることについて、良かっ
たこと、また、苦労したことを書いてみよう。

良かったこと

苦労したこと

自分の所属する集団をより良い集団にしていくために、これからやってみたいことを
書いてみよう。

集
団
や
社
会
に
所
属
す
る
こ
と
は
、

様
々
な
役
割
を
果
た
す
中
で
、
自
分
の
長
所
を
伸
ば
し
、

苦
労
や
努
力
を
重
ね
て
自
分
を
成
長
さ
せ
る
こ
と
の
で
き
る
、

格
好
の
機
会
で
あ
る
。

役割と責任を自覚し集団生活の向上を

集
団
の
中
の
役
割
と
責
任

の

ふ
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●宇宙科学研究所が打ち上げた小惑星探査機プ
ロジェクト（MUSES-C）。平成8（1996）年プロ
ジェクトが開始し、平成15（2003）年打ち上げに
成功、小惑星「イトカワ」のサンプルを世界で初め
て採取し、平成22（2010）年カプセルが帰還。●
同研究所の川口淳一郎教授がプロジェクトマネー
ジャーを務めた。

はやぶさプロジェクト

読んでみよう

はやぶさプロジェクトこの人のひと言

あなたの見付けた言葉、考えたこと。

「はやぶさ」

はやぶさプロジェクト

column
この人のひと言

saying
役割と責任を自覚し集団生活の向上を

　
平
成
二
十
二（
二
〇
一
〇
）年
六
月
十
三
日
、

地
球
を
出
発
し
て
か
ら
七
年
、約
六
十
億
キ
ロ

メ
ー
ト
ル
を
旅
し
た「
は
や
ぶ
さ
」か
ら
放
た
れ

た
カ
プ
セ
ル
が
地
球
に
着
陸
し
ま
し
た
。

「
は
や
ぶ
さ
」
の
目
的
は
、
小
惑
星
「
イ
ト

カ
ワ
」
に
到
着
し
、
サ
ン
プ
ル
を
採
取
し
、
地

球
に
持
ち
帰
る
こ
と
。
世
界
初
の
挑
戦
で
し
た
。

　
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
始
ま
っ
た
の
は
平
成
八

（
一
九
九
六
）年
。宇
宙
科
学
研
究
所（
現
宇
宙

航
空
研
究
開
発
機
構
）の
川
口
淳
一
郎
教
授

を
中
心
に
、軌
道
計
算
、通
信
、力
学
、宇
宙
科

学
な
ど
の
専
門
家
が
様
々
な
所
属
先
か
ら
集

め
ら
れ
ま
し
た
。全
て
が
初
め
て
の
こ
と
だ
け
に
、

時
に
は
学
生
も
ア
イ
デ
ィ
ア
を
出
し
合
う
と
こ

ろ
か
ら
の
出
発
で
し
た
。二
度
の
打
ち
上
げ
の

延
期
な
ど
を
経
て
、平
成
十
五（
二
〇
〇
三
）年

五
月
、「
は
や
ぶ
さ
」は
打
ち
上
げ
ら
れ
ま
す
。

　
そ
の
後
も
順
調
に
は
い
き
ま
せ
ん
。姿
勢
制

御
装
置
の
故
障
と
い
う
深
刻
な
ト
ラ
ブ
ル
。イ
ト

カ
ワ
に
到
着
後
一
回
目
の
タ
ッ
チ
ダ
ウ
ン
の
失
敗
。

し
か
し
、最
後
の
チ
ャ
ン
ス
で「
は
や
ぶ
さ
」が
人

類
史
上
初
め
て
小
惑
星
の
サ
ン
プ
ル
採
取
に
取

り
組
ん
だ
様
子
は
全
世
界
に
中
継
さ
れ
ま
し
た
。

　
と
こ
ろ
が
数
時
間
後
に
は
、今
度
は
燃
料
が

漏
れ
出
す
ト
ラ
ブ
ル
が
発
生
。サ
ン
プ
ル
採
取

が
失
敗
だ
っ
た
可
能
性
が
高
い
こ
と
も
明
ら
か

に
な
り
、プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
メ
ン
バ
ー
は
記
者
会
見
の

対
応
に
追
わ
れ
ま
す
。さ
ら
に
、「
は
や
ぶ
さ
」

か
ら
の
通
信
も
途
絶
え
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　
そ
れ
で
も
、
幾
多
の
試
練
を
乗
り
越
え
て
、

「
は
や
ぶ
さ
」
は
地
球
に
帰
っ
て
き
ま
し
た
。

帰
還
の
日
、
カ
プ
セ
ル
を
切
り
離
し
た
後
、
大

気
圏
に
入
り
「
は
や
ぶ
さ
」
は
燃
え
尽
き
、

夜
空
に
消
え
ま
し
た
。
カ
プ
セ
ル
か
ら
は
、
採

取
し
た
粒
子
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

　
川
口
教
授
は
言
い
ま
す
。

「
あ
の
と
き
、『
も
う
無
理
な
ん
じ
ゃ
な
い
か
』

と
弱
気
に
な
る
自
分
が
い
ま
し
た
が
、
決
し
て

弱
音
は
吐
け
ま
せ
ん
で
し
た
。
メ
ン
バ
ー
全
員

が
『
は
や
ぶ
さ
の
ゴ
ー
ル
は
イ
ト
カ
ワ
で
は
な
く
、

地
球
だ
』
と
認
識
を
共
有
し
、
最
後
ま
で
ゆ

ら
ぎ
も
な
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。
す
べ
て
の
エ
ン

ジ
ニ
ア
の
技
術
と
経
験
、
絶
対
に
あ
き
ら
め
な

い
と
い
う
気
持
ち
、
そ
し
て
我
々
の
期
待
と
願

い
に
応
え
、
運
用
し
て
い
る
人
間
が
驚
か
さ
れ

る
ほ
ど
の
頑
張
り
を
見
せ
た
『
は
や
ぶ
さ
』、

そ
こ
に
奇
跡
が
加
わ
り
、
壮
大
な
旅
を
終
え
る

こ
と
が
で
き
た
と
思
い
ま
す
。」

自己形成がある程度まで進んだら、
比較的大きな集団に加わり、
他人のために生き、
我が身のことを忘れるほど、
これが自分の義務だと感じた活動に身をていするのが望ましい。
人間は、そうやって初めて自分自身を知ることができる。
                                       ゲーテ

ドイツの詩人、劇作家、小説家。『若きウェルテルの
悩み』『ファウスト』など。

■ヨハン・ヴォルフガング・フォン・ゲーテ
　　　　　　　　　   　 （1749～1832）

人間の器は、その人間が進んで引き受ける責任の重さによって
測ることができる。
　　　　　　　　　　　　　エマーソン

米国の思想家、詩人。
■ラルフ・ワルド・エマーソン（1803～1882）

人間は、自分の置かれた、その中で
最善を尽くすほかないでしょう。
　　　　　　　　　　　　　小津安二郎

映画監督。『東京物語』『晩春』など。
■おづ やすじろう（1903～1963）

かわ  ぐち  じゅん いち  ろう
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働くことの実感

働くことの楽しさ、難しさ

勤
労
や
奉
仕
を
通
し
て
社
会
に
貢
献
す
る

勤労や奉仕を通して社会に貢献する

私
た
ち
の
社
会
に
は
、
様
々
な
仕
事
が
あ
り
、

一
人
一
人
の
勤
労
や
奉
仕
に
よ
っ
て
成
り
立
っ
て
い
る
。

働
く
こ
と
は
、
自
分
の
夢
を
実
現
し
た
り
、

収
入
を
得
て

大
切
な
家
族
の
生
活
を
維
持
し
た
り
す
る
こ
と
だ
け
で
な
く
、

誰
か
人
の
た
め
に
役
立
ち
、

地
域
や
日
本
、
世
界
を
発
展
さ
せ
る
こ
と
に
も

つ
な
が
っ
て
い
る
。

自
分
は
将
来
、
ど
ん
な
仕
事
に
就
い
て

ど
の
よ
う
に
働
く
の
だ
ろ
う
。

働
く
こ
と
の
意
義
に
つ
い
て
考
え
て
い
き
た
い
。

これまで自分が経験したことや、実際に働いている人へのインタビューなどから、
働くことの楽しさ、難しさを考えてみよう。

自分が働いたと感じられるのはどんなときだろう。

勉強をしたときだろうか。

部活動に打ち込んだときだろうか。

誰かの役に立ったと感じたときではないだろうか。

職業に就き、

日々働き続けることには、

どんな楽しさや

難しさがあるのだろうか。

■ 職場体験活動の成果

有意義な体験になったか

67％
27％

5％ 1％

非常によく当てはまる
当てはまる

あまり当てはまらない
まったく当てはまらない

○職場体験は、とても充実して、実にためにな

　りました。今回学んだことを生かし、これか

　らの生活に生かしていきたいです。

○挨拶は、仕事をする上で一番大切だと思いま

　した。

○働く大人（家族）たちに感謝する気持ちを強

　く感じた。

○きつい仕事を乗り切ったときこそ、達成感が

　大きいことを感じた。

○自分の将来なりたい職業が見つかった。

平成22年度杉並区中学校職場体験学習実施後生徒アンケート

勤
労
や
奉
仕
を
通
し
て
社
会
に
貢
献
す
る

⑸
こ

じゅうじつ

あいさつ

い    

じ

だ
れ

つ ほ
う
　
　し

こ
う
　
　け
ん

173 172
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働
く
こ
と
の
意
義

職場体験活動やボランティア活動で取り組んだことを振り返り、働くことの意義
について考えたことを書いてみよう。働くことを通して、社会にどのように貢献していきたいか考えてみよう。

将
来
、
私
た
ち
は
社
会
に
出
て
、
職
業
に
就
く
。

今
、
中
学
生
の
私
た
ち
に
で
き
る
こ
と
は
、

職
場
体
験
活
動
や

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
な
ど
を
通
し
て

働
く
こ
と
の
意
義
を
考
え
、

将
来
に
向
か
っ
て

し
っ
か
り
と
準
備
す
る
こ
と
だ
と
思
う
。

社会との関わり
あなたが働いたと感じるとき、

それは、どこかで誰かの役に立っている。

仕事を通じて、社会と関わり、人々の生活の向上に貢献することができる。

勤労や奉仕を通して社会に貢献する

将
来
、
私
た
ち
は
社
会
に
出
て
、
職
業
に
就
く
。

つ

ふ

だれ

こう けん

175 174
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仕事の見返りは
相手の方が走れた感動です。
鈴木邦雄

●山梨県出身。視覚障害者ランナーの伴走者。
昭和５９（1984）年、会社に勤めながら、マラソ
ンと伴走にほぼ同時に取り組み始め、現在まで
続けている。●NPO法人日本盲人マラソン協会

（JBMＡ）の常務理事を務め、全国で伴走教室を
展開、平成２３（２０１１）年にはランナーズ賞を受
賞した。

鈴木邦雄（すずきくにお） 1945～

この人に学ぶ

メッセージこの人のひと言

人はどんな場合にいても　常に楽しい心をもって
その仕事をすることができれば
すなわちその人はまことの幸福な人といい得る。　　
　　　　　　　　　　　　　国木田独歩

我々が死ぬまでには　
此世の中を少しなりとも善くして死にたいではありませんか。　
何か一つ事業を成し遂げて　
できるならば我々の生まれた時よりも
此日本を少しなりとも善くして　逝きたいではありませんか。
　　　　　　　　　　　　　内村鑑三

小説家。『武蔵野』など。

■うちむら かんぞう（1861～1930）

■くにきだ どっぽ（1871～1908）

キリスト教文学者、思想家。『後世への最大遺物』
『代表的日本人』など。

研究だけをやっていたのでは駄目だ。
それをどうやって世の中に役立てるかを考えよ。
　　　　　　　　　　　　　北里柴三郎

■きたさと しばさぶろう（1853～1931）
医学者、細菌学者。

あなたの見付けた言葉、考えたこと。

伴走する鈴木邦雄さん（中央）

メッセージ

message
この人のひと言

saying
勤労や奉仕を通して社会に貢献する

　
マ
ラ
ソ
ン
な
ど
で
視
覚
障
害
者
ラ
ン
ナ
ー
の
た
め
に
伴
走
す
る
人
の
存

在
を
知
っ
て
い
る
だ
ろ
う
か
。鈴
木
邦
雄
さ
ん
は
、約
三
十
年
前
会
社
勤

め
の
傍
ら
、視
覚
障
害
者
ラ
ン
ナ
ー
の
マ
ラ
ソ
ン
伴
走
と
い
う「
仕
事
」を

始
め
た
。無
報
酬
で
し
か
も
交
通
費
も
宿
泊
費
も
自
分
で
も
た
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
仕
事
だ
。

　
伴
走
と
い
う
仕
事
の
見
返
り
は
何
か
、と
い
う
質
問
に
鈴
木
さ
ん
は

「
相
手
の
方
が
走
れ
た
感
動
」だ
と
、即
答
す
る
。「
相
手
の
方
が
喜
ん
で

く
れ
る
こ
と
が
、僕
の
喜
び
」な
の
だ
と
い
う
。

　
伴
走
者
と
ラ
ン
ナ
ー
と
は
短
い
ロ
ー
プ
で
つ
な
が
れ
て
い
る
。あ
く
ま
で

も
主
役
は
ラ
ン
ナ
ー
で
あ
り
、伴
走
者
は
歌
舞
伎
で
い
う
黒
子
だ
。鈴
木

さ
ん
は「
ラ
ン
ナ
ー
に
対
す
る
気
配
り
、気
遣
い
、思
い
や
り
、そ
し
て
基
本

は
信
頼
関
係
」と
言
う
。苦
し
く
て
も
そ
れ
を
乗
り
越
え
た
達
成
感
、充

実
感
が
格
別
だ
そ
う
で
、そ
れ
を
ラ
ン
ナ
ー
と
共
有
す
る
こ
と
が
鈴
木
さ

ん
の
仕
事
な
の
で
あ
る
。

　
決
し
て
ラ
ン
ナ
ー
に
は
無
理
を
さ
せ
な
い
。「
や
め
た
い
」と
言
わ
れ
た

ら「
が
ん
ば
れ
」な
ど
と
は
言
わ
ず「
や
め
ま
し
ょ
う
」と
応
じ
る
。折
返

し
地
点
に
達
す
る
と
鈴
木
さ
ん
は
ラ
ン
ナ
ー
に「
楽
し
み
が
半
分
に
な
っ

ち
ゃ
い
ま
し
た
ね
。」「
楽
し
み
は
残
り
半
分
で
す
よ
。」と
声
を
か
け
る

そ
う
だ
。

　
鈴
木
さ
ん
は
、以
前
従
事
し
て
い
た
電
気
会
社
の
仕
事
で
鈴
木
さ
ん

と
そ
の
家
族
の
生
活
を
支
え
て
き
た
。さ
ら
に
今
は
、全
国
の
ど
こ
へ
で
も

出
掛
け
、視
覚
障
害
者
ラ
ン
ナ
ー
を
支
え
る
仕
事
を
続
け
て
い
る
。

20131223＝責了
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●あなたが大人になった時、どんなまちになっていたら良いと思うか（複数回答）

■ 中学生アンケート

安全で安心して暮らせるまち

買い物する場所の充実したまち

自然環境を大切にするまち

働くところのたくさんあるまち

医療や福祉の充実したまち

レジャーや芸術鑑賞施設の充実したまち

多くの観光客が訪れる魅力あるまち

都市基盤（道路・公園など）の整備されたまち

人権が守られ尊重されるまち

子育てのしやすいまち

子供からお年寄りまで学ぶ環境の整ったまち

外国との交流の活発なまち

不明・無回答

0 10 20 30 40 50 60（％）

安全で安心して暮らせるまち

買い物する場所の充実したまち

自然環境を大切にするまち

働くところのたくさんあるまち

医療や福祉の充実したまち

レジャーや芸術鑑賞施設の充実したまち

多くの観光客が訪れる魅力あるまち

の整備されたまち

人権が守られ尊重されるまち

子育てのしやすいまち

子供からお年寄りまで学ぶ環境の整ったまち

外国との交流の活発なまち

40.5

30.4

29.7

23.5

20.9

11.3

10.7 社会に目を向け、
と関わり、
を良くする。

●もしあなたが市長だったらどんな「まちづくり」を進めたいか（自由意見）

島根県松江市調査（平成 23 年）

地域の文化継承

職場体験活動

避難所での炊き出し

英語観光ガイドボランティア

●いじめがなく子供たちにとって住みやすい所にしたいと思います。

●ラムサール条約登録湿地である宍道湖や中海を地域住民みんなで「守  

　り大切にする」という意識をもてるような取組を行いたいです。

●ショッピングモールなど若者が楽しめる場所を増やし松江城や武家

　屋敷などの昔の町並みを生かし観光客も楽しめる町にする。

●障害者用の駐車場を増やしたり、道路や歩道の段差をなくしたり、

　老人ホームを増やすなど、福祉の充実した町にしたいです。

●働く所をたくさんつくってワークシェアリングも取り入れる。

中学生アンケート

社会に参画する

54.0

26.7

15.8

6.3

5.5

5.3

じゅうじつ

かんきょう

い りょう       ふく し

かんしょう し  せつ

み りょく

き ばん

しっ  ち    し  ん  じ   こ なか  うみ

まつ    え じょう

や  しき

ちゅうしゃじょう

179 178

社会参画／ 20131219／第 7稿



家族や家庭の役割

家
族
の
一
員
と
し
て
の
自
覚
を

家族は私が生まれてからずっと、

私の命を守り、

深い愛情を注いでくれた。

そして家庭は、

疲れた自分を癒してくれる、

かけがえのない安らぎの場所。

家族や家庭について、これまで学んだことや考えたことなどをまとめてみよう。

家族の一員としての自覚を

家
族
は
、
最
も
身
近
な
共
同
体
で
あ
る
。

一
緒
に
生
活
を
し
、

食
事
や
身
の
回
り
の
世
話
を
し
て
く
れ
、

私
の
心
と
体
を
育
て
て
く
れ
た
。

私
も
、

少
し
ず
つ
で
は
あ
る
が
、
家
事
を
手
伝
っ
た
り
、

家
族
の
一
員
と
し
て
の
役
割
を
担
っ
た
り
す
る
よ
う
に
な
り
、

家
庭
の
仕
事
の
大
変
さ
や
、

家
族
の
有
り
難
さ
が
分
か
っ
て
き
た
。

一
方
で
、
家
族
に
反
抗
し
た
り
、

一
人
に
な
り
た
い
と
思
っ
た
り
、

自
立
し
た
い
と
思
っ
た
り
す
る
こ
と
も
増
え
て
き
た
。

将
来
、
私
も
家
族
を
支
え
る
立
場
に
な
る
。

私
を
育
て
て
く
れ
た
家
族
に
感
謝
し
、

自
分
が
築
き
た
い
家
庭
を
思
い
描
き
な
が
ら
、

人
生
を
歩
ん
で
い
き
た
い
。

家
族
の
一
員
と
し
て
の
自
覚
を

⑹い
っ 

し
ょ

   

　
　

    

が
た

に
な

は
ん 

こ
う

え
が

いやつか
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命の長いつながり

いつか新しい家庭を築く

家庭でのコミュニケーション

家族との出来事や語らいで印象に残ったことを書き留めておこう。

私
の
命
は
父
母
か
ら
授
か
り
、

父
母
の
命
は
祖
父
母
か
ら
授
か
り
、

過
去
か
ら
ず
っ
と
引
き
継
が
れ
て
き
た

命
の
つ
な
が
り
の
中
で
、

私
た
ち
は
生
き
て
い
る
。

か
け
が
え
の
な
い
命
を

授
か
っ
た
こ
と
を
忘
れ
ず
に
、

命
の
長
い
つ
な
が
り
に
感
謝
し
な
が
ら
、

生
き
て
い
き
た
い
。

将来、自分が築きたい家庭をイメージしてみよう。

家族の一員としての自覚を

家庭でのコミュニケーション

家族との出来事や語らいで印象に残ったことを書き留めておこう。

文部科学省「平成 25 年度全国学力・学習状況調査」

（％）

（％）

家の人と普段（月～金曜日）、
夕食を一緒に食べていますか

家の手伝いをしていますか

家の人と学校での出来事に
ついて話をしていますか

中学３年生の状況

している
全くしていない

どちらかといえばしている あまりしていない
その他（無回答を含む）

している
全くしていない

時々している あまりしていない
その他（無回答を含む）

0 20 40 60 80 100

0.1

20.6 43.7 26.8 8.8

0 20 40 60 80 100
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35.0 31.8 23.2 9.9
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  ふ   だん 0.1
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4.7

ふく

さ
ず

つ
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　僕
が
看
取
っ
た
患
者
さ
ん
に
、
ス
キ

ル
ス
胃
が
ん
に
罹
っ
た
女
性
の
方
が
い

ま
し
た
。
余
命
三
か
月
と
診
断
さ
れ
、

彼
女
は
諏
訪
中
央
病
院
の
緩
和
ケ
ア
病

棟
に
や
っ
て
き
ま
し
た
。

　あ
る
日
、
病
室
の
ベ
ラ
ン
ダ
で
お
茶

を
飲
み
な
が
ら
話
し
て
い
る
と
、
彼
女

が
こ
う
言
っ
た
ん
で
す
。
「
先
生
、
助

か
ら
な
い
の
は
も
う
分
か
っ
て
い
ま
す
。

だ
け
ど
、
少
し
だ
け
長
生
き
を
さ
せ
て

く
だ
さ
い
」
彼
女
は
そ
の
時
、
四
十
二

歳
で
す
か
ら
ね
。
そ
り
ゃ
そ
う
だ
ろ
う

な
と
思
い
な
が
ら
も
返
事
に
困
っ
て
、

黙
っ
て
お
茶
を
飲
ん
で
い
た
。
す
る
と

彼
女
が
、
「
子
供
が
い
る
。
子
供
の
卒

業
式
ま
で
生
き
た
い
。
卒
業
式
を
母
親

と
し
て
見
て
あ
げ
た
い
」
と
言
う
ん
で

す
。
九
月
の
こ
と
で
し
た
。
彼
女
は
あ

と
三
か
月
、
十
二
月
く
ら
い
ま
で
し
か

生
き
ら
れ
な
い
。
で
も
私
は
春
ま
で
生

き
て
子
供
の
卒
業
式
を
見
て
あ
げ
た
い
、

と
。
子
供
の
た
め
に
と
い
う
思
い
が
何

か
を
変
え
た
ん
だ
と
思
い
ま
す
。

学
校
に
行
き
ま
し
た
。
久
し
ぶ
り
の
お
弁

当
が
嬉
し
く
て
、
嬉
し
く
て
。
昼
の
時
間

に
な
っ
て
、
お
弁
当
を
広
げ
て
食
べ
よ
う

と
思
っ
た
ら
、
切
な
く
て
、
切
な
く
て
、

な
か
な
か
手
に
取
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん

で
し
た
」

　お
母
さ
ん
の
人
生
は
四
十
年
ち
ょ
っ
と
、

と
て
も
短
い
命
で
し
た
。
で
も
、
命
は
長

さ
じ
ゃ
な
い
ん
で
す
ね
。
お
母
さ
ん
は
お

母
さ
ん
な
り
に
精
い
っ
ぱ
い
、
必
死
に
生

き
て
、
大
切
な
こ
と
を
子
供
た
ち
に
ち
ゃ

ん
と
バ
ト
ン
タ
ッ
チ
し
た
。
人
間
は
「
誰

か
の
た
め
に
」
と
思
っ
た
時
に
、
希
望
が

生
ま
れ
て
く
る
し
、
そ
の
希
望
を
持
つ
こ

と
に
よ
っ
て
免
疫
力
が
高
ま
り
、
生
き
る

力
が
湧
い
て
く
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い

ま
す
。

    

（『
致
知
』
２
０
１
２
年
７
月
号
）

　奇
跡
は
起
き
ま
し
た
。
春
ま
で
生
き
て
、

卒
業
式
に
出
席
で
き
た
。
こ
う
し
た
こ
と

は
科
学
的
に
も
立
証
さ
れ
て
い
て
、
例
え

ば
希
望
を
持
っ
て
生
き
て
い
る
人
の
ほ
う

が
、
が
ん
と
闘
っ
て
く
れ
る
ナ
チ
ュ
ラ
ル

キ
ラ
ー
細
胞
が
活
性
化
す
る
と
い
う
研
究

も
発
表
さ
れ
て
い
ま
す
。
お
そ
ら
く
彼
女

の
場
合
も
、
希
望
が
体
の
中
に
あ
る
見
え

な
い
三
つ
の
シ
ス
テ
ム
、
内
分
泌
、
自
律

神
経
、
免
疫
を
活
性
化
さ
せ
た
の
で
は
な

い
か
と
思
い
ま
す
。

　さ
ら
に
不
思
議
な
こ
と
が
起
き
ま
し
た
。

彼
女
に
は
二
人
の
お
子
さ
ん
が
い
ま
す
。

上
の
子
が
高
校
三
年
で
、
下
の
子
が
高
校

二
年
。
せ
め
て
上
の
子
の
卒
業
式
ま
で
は

生
か
し
て
あ
げ
た
い
と
僕
た
ち
は
思
っ
て

い
ま
し
た
。
で
も
彼
女
は
、
余
命
三
か
月

と
言
わ
れ
て
か
ら
、
一
年
八
か
月
も
生
き

て
、
二
人
の
お
子
さ
ん
の
卒
業
式
を
見
て

あ
げ
る
こ
と
が
で
き
た
ん
で
す
。
そ
し
て
、

一
か
月
ほ
ど
し
て
亡
く
な
り
ま
し
た
。

　
　
　
　＊

　彼
女
が
亡
く
な
っ
た
後
、
娘
さ
ん
が
僕

●東京都出身。医師。諏訪中央病院名誉院長。経営危
機の状況にあった諏訪中央病院の医師として勤務、昭
和６３（１９８８）年に院長になる。●著書「がんばらな
い」では、延命だけを目的にした治療を批判的にとら
え、患者とその家族に接する豊富な経験や豊かな生と
死についての考えがつづられている。●ベラルーシ共
和国（当時ソ連）のチェルノブイリ原子力発電所事故
の被爆患者の治療などの支援活動に取り組んでいる。

鎌田　實（かまたみのる） 1948～

読んでみよう

誰かのために

あなたの感じたこと、考えたこと。

誰かのために

column
家族の一員としての自覚を

の
と
こ
ろ
へ
や
っ
て
き
て
、
び
っ
く
り
す

る
よ
う
な
話
を
し
て
く
れ
た
ん
で
す
。
僕

た
ち
医
師
は
、
子
供
の
た
め
に
生
き
た
い

と
言
っ
て
い
る
彼
女
の
気
持
ち
を
大
事
に

し
よ
う
と
思
い
、
彼
女
の
体
調
が
少
し
よ

く
な
る
と
外
出
許
可
を
出
し
て
い
ま
し
た
。

「
母
は
家
に
帰
っ
て
く
る
た
び
に
、
私
た

ち
に
お
弁
当
を
作
っ
て
く
れ
ま
し
た
」
と

娘
さ
ん
は
言
い
ま
し
た
。
彼
女
が
最
後
の

最
後
に
家
へ
帰
っ
た
時
、
も
う
そ
の
時
は

立
つ
こ
と
も
で
き
な
い
状
態
で
す
。
病
院

の
皆
が
引
き
留
め
た
ん
だ
け
ど
、
ど
う
し

て
も
行
き
た
い
と
。
そ
こ
で
僕
は
、
「
じ

ゃ
あ
家
に
布
団
を
敷
い
て
、
家
の
空
気
だ

け
吸
っ
た
ら
戻
っ
て
い
ら
っ
し
ゃ
い
」
と

言
っ
て
送
り
出
し
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
そ

の
日
、
彼
女
は
家
で
台
所
に
立
ち
ま
し
た
。

立
て
る
は
ず
の
な
い
者
が
最
後
の
力
を
振

り
絞
っ
て
お
弁
当
を
作
る
ん
で
す
よ
。

　そ
の
時
の
こ
と
を
娘
さ
ん
は
こ
の
よ
う

に
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。
「
お
母
さ
ん
が

最
後
に
作
っ
て
く
れ
た
お
弁
当
は
お
む
す

び
で
し
た
。
そ
の
お
む
す
び
を
持
っ
て
、

20131225＝責了
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家族の一員としての自覚を

「
お
兄
ち
ゃ
ん
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
こ
と
だ
け
ど
、
こ
の
頃
か
な
り
物
忘
れ
が
激
し
く
な
っ
た
と
思
わ
な
い
。
僕
に
、

　何
度
も
同
じ
こ
と
を
聞
く
ん
だ
よ
。」

「
う
ん
。
今
ま
で
の
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
と
は
別
人
の
よ
う
に
見
え
る
よ
。
い
つ
も
自
分
の
眼
鏡
や
財
布
を

　探
し
て
い
る
し
、
自
分
が
思
い
違
い
を
し
て
い
る
の
に
、
自
分
の
せ
い
で
は
な
い
と
我
を
張
る

　よ
う
に
な
っ
た
。
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
こ
と
で
は
、
お
母
さ
ん
、
か
な
り
参
っ
て
い
る
み
た

　い
だ
よ
。」

　弟
の
隆
と
そ
ん
な
会
話
を
交
わ
し
た
翌
朝
の
出
来
事
で
あ
っ
た
。

「
お
母
さ
ん
、
僕
の
数
学
の
問
題
集
、
ど
こ
か
で
見
な
か
っ
た
。」

「
さ
あ
、
見
か
け
な
か
っ
た
け
ど
。」
　
　

「
お
か
し
い
な
。
お
と
と
い
、
こ
の
部
屋
で
勉
強
し
た
後
、
確
か
に
テ
レ
ビ

　の
上
に
置
い
と
い
た
の
に
な
あ
。」

　学
校
へ
出
か
け
る
時
間
が
迫
っ
て
い
た
の
で
、
僕
は
段
々
い
ら
い
ら

し
て
、
祖
母
に
言
っ
た
。 

「
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
、
ま
た
、
ど
こ
か
へ
片
付
け
て
し
ま
っ
た
ん
じ
ゃ
な

　い
の
。」

「
私
は
、
何
も
し
て
い
ま
せ
ん
よ
。」

　そ
う
答
え
な
が
ら
も
、
祖
母
は
部
屋
の
あ
ち
こ
ち
を
探
し
て
い
た
。

母
も
隆
も
問
題
集
を
探
し
始
め
た
。
し
ば
ら
く
し
て
、
隆
が
隣
の

部
屋
か
ら
誇
ら
し
げ
に
問
題
集
を
持
っ
て
き
た
。

「
あ
っ
た
よ
、
あ
っ
た
よ
。
押
入
の
新
聞
入
れ
に
、
昨
日
の
新
聞

　と
一
緒
に
入
っ
て
い
た
よ
。」

「
や
っ
ぱ
り
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
せ
い
じ
ゃ
な
い
か
。」

「
ど
う
し
て
、
い
つ
も
私
の
せ
い
に
す
る
の
。」

　祖
母
は
、
責
任
が
自
分
に
押
し
付
け
ら
れ
た
の
で
、
さ
も
、
不
満

そ
う
に
答
え
た
。

「
そ
う
よ
、
何
で
も
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
せ
い
に
す
る
の
は
よ
く
な
い

　わ
。」

　母
が
、
僕
を
た
し
な
め
る
よ
う
に
言
っ
た
。
僕
は
、
む
っ
と
し
て
声
を

荒
げ
て
言
い
返
し
た
。 

「
何
言
っ
て
る
ん
だ
よ
。
昨
日
、
こ
の
部
屋
の
掃
除
を
し
た
の
は
お
ば
あ
ち
ゃ
ん

　じ
ゃ
な
い
か
。
新
聞
と
一
緒
に
問
題
集
も
押
入
に
片
付
け
た
ん
だ
ろ
う
。
も
っ

　と
考
え
て
く
れ
よ
な
。」

「
そ
う
だ
よ
。
お
兄
ち
ゃ
ん
の
言
う
と
お
り
だ
よ
。
こ
の
前
、
僕
の
帽
子
が
な
く
な
っ

　た
の
も
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
せ
い
だ
っ
た
じ
ゃ
な
い
か
。」

「
し
っ
か
り
し
て
よ
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
。
近
頃
、
だ
い
ぶ
ぼ
け
て
る
よ
。
僕
ら
迷
惑
し
て

　る
ん
だ
。
今
も
隆
が
問
題
集
を
見
付
け
な
か
っ
た
ら
、
遅
刻
し
て
し
ま
う
と
こ
ろ
じ
ゃ
な
い
か
。」

　い
つ
も
被
害
に
あ
っ
て
い
る
僕
と
隆
は
、
一
斉
に
祖
母
を
非
難
し
た
。
祖
母
は
、
悲
し
そ
う
な
顔
を
し
て
、
僕
と
隆

を
玄
関
ま
で
見
送
っ
た
。
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　学
校
か
ら
帰
る
と
、
祖
母
は
小
さ
な
机
に
向
か
っ
て
何
か
を
書
き
込
ん

で
い
た
。
僕
に
は
、
そ
の
と
き
の
祖
母
の
寂
し
そ
う
な
姿
が
、
な
ぜ
か
い

つ
ま
で
も
目
に
焼
き
付
い
て
離
れ
な
か
っ
た
。

　祖
母
は
、
若
い
頃
夫
を
病
気
で
亡
く
し
た
。
そ
の
後
、
女
手
一
つ
で
四

人
の
息
子
を
育
て
上
げ
る
傍
ら
、
民
生
委
員
や
婦
人
会
の
係
を
引
き
受

け
る
な
ど
地
域
の
活
動
に
も
積
極
的
に
携
わ
っ
て
き
た
。
そ
ん
な
し
っ

か
り
者
の
祖
母
の
物
忘
れ
が
目
立
つ
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
六
十
五
歳

を
過
ぎ
た
こ
こ
一
、
二
年
の
こ
と
で
あ
る
。
祖
母
は
、
自
分
は
決
し
て

物
忘
れ
な
ど
し
て
い
な
い
と
言
い
張
り
、
家
族
と
の
間
で
衝
突
が
絶
え

な
く
な
っ
た
。
そ
れ
で
も
若
い
頃
の
記
憶
だ
け
は
し
っ
か
り
し
て
お
り
、

思
い
出
話
を
何
度
も
僕
た
ち
に
聞
か
せ
て
く
れ
た
。
こ
の
と
き
ば
か
り
は
、

自
分
が
子
供
に
返
っ
た
よ
う
に
目
を
輝
か
せ
て
話
を
し
た
。
両
親
が
共

働
き
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
僕
た
ち
兄
弟
は
幼
い
頃
か
ら
祖
母
に
身
の

回
り
の
世
話
を
し
て
も
ら
っ
て
お
り
、
今
で
も
何
か
と
祖
母
に
頼
る
こ

と
が
多
か
っ
た
。

　あ
る
日
、
部
活
動
が
終
わ
っ
て
、
僕
は
友
達
と
話
し
な
が
ら
学
校
を
出
た
。

途
中
の
薬
局
の
前
で
、
友
達
の
一
人
が
突
然
指
差
し
た
。

「
お
い
、
見
ろ
よ
。
あ
の
ば
あ
さ
ん
、
ち
ょ
っ
と
お
か
し
い
ん
じ
ゃ
な
い

　か
。」

「
本
当
だ
。
何
だ
よ
、
あ
の
変
て
こ
り
ん
な
格
好
は
。」

　指
差
す
方
を
見
る
と
、
そ
れ
は
、
季
節
外
れ
の
服
装
に
エ
プ
ロ
ン
を
か
け
、

古
く
て
大
き
な
買
い
物
籠
を
持
っ
た
祖
母
の
姿
で
あ
っ
た
。
確
か
に
友
達

が
言
う
と
お
り
、
そ
の
姿
は
何
と
な
く
み
す
ぼ
ら
し
く
異
様
で
あ
っ
た
。

僕
は
、
慌
て
て
祖
母
か
ら
目
を
離
す
と
辺
り
を
見
回
し
た
。
道
路
の
向
か

い
側
で
、
二
人
の
主
婦
が
笑
い
な
が
ら
立
ち
話
を
し
て
い
た
。
僕
に
は
、

二
人
が
祖
母
の
う
わ
さ
話
を
し
て
い
る
よ
う
に
見
え
た
。

　祖
母
は
、
擦
れ
違
う
と
き
、
ほ
ほ
笑
み
な
が
ら
何
か
を
話
し
掛
け
た
。

し
か
し
、
僕
は
友
達
に
気
付
か
れ
な
い
よ
う
に
、
知
ら
ん
顔
を
し
て
通
り
過

ぎ
た
。
友
達
と
別
れ
た
後
、
僕
は
急
い
で
家
に
帰
り
、
祖
母
の
帰
り
を
待
っ
た
。

「
た
だ
い
ま
。」

　祖
母
の
声
を
聞
く
と
同
時
に
、
僕
は
玄
関
へ
飛
び
出
し
た
。
祖
母
は
、

大
き
な
買
い
物
籠
を
腕
に
ぶ
ら
下
げ
て
、
汗
を
拭
き
な
が
ら
入
っ
て
き
た
。

「
あ
あ
、
暑
か
っ
た
。
さ
っ
き
途
中
で
会
っ
た
二
人
は…

…

。」

「
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
。
何
だ
よ
、
そ
の
変
な
格
好
は
。
何
の
た
め
に
ふ
ら
ふ

　ら
外
を
出
歩
い
て
い
る
ん
だ
よ
。」

　僕
は
、
問
い
詰
め
る
よ
う
な
厳
し
い
口
調
で
祖
母
の
話
を
遮
っ
た
。

「
何
を
そ
ん
な
に
怒
っ
て
い
る
の
。
買
い
物
に
行
っ
て
来
た
こ
と
ぐ
ら
い

　見
れ
ば
分
か
る
で
し
ょ
。
私
が
行
か
な
か
っ
た
ら
誰
が
す
る
の
。」

「
そ
ん
な
こ
と
を
言
っ
て
い
る
ん
じ
ゃ
な
い
。
み
ん
な
が
お
ば
あ
ち
ゃ
ん

　の
こ
と
を
笑
っ
て
る
よ
。
か
っ
こ
悪
い
じ
ゃ
な
い
か
。」

「
そ
う
し
て
、
み
ん
な
で
私
を
ば
か
に
し
な
さ
い
。
一
体
ど
こ
が
お
か
し

　い
っ
て
言
う
の
。
誰
だ
っ
て
年
を
取
れ
ば
し
わ
も
で
き
れ
ば
白
髪
頭
に

20　　　　　　　　　　　　　  15　　　　　　　　 　　　　　  10 　　　　　　　　　　　　　  5
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よ
。」

　祖
母
の
言
葉
は
、
怒
り
と
悲
し
み
で
震
え
て
い
た
。

「
そ
う
じ
ゃ
な
い
ん
だ
。
大
体
こ
ん
な
古
ぼ
け
た
買
い
物
籠
を
持
っ
て
歩
か
な
い
で
く
れ
よ
。」

　僕
は
、
腹
立
ち
ま
ぎ
れ
に
祖
母
の
手
か
ら
買
い
物
籠
を
ひ
っ
た
く
っ
た
。

「
ど
う
し
た
の
、
大
き
な
声
を
出
し
て
。
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
、
僕
が
頼
ん
だ
物
ち
ゃ
ん
と
買
っ
て
き
て
く
れ
た
。」

「
は
い
、
は
い
。
買
っ
て
き
ま
し
た
よ
。」

　隆
は
、
買
い
物
籠
を
僕
か
ら
受
け
取
る
と
、
さ
っ
そ
く
中
身
を
点
検
し
始
め
た
。

「
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
、
ば
ん
そ
う
こ
う
と
軍
手
が
入
っ
て
な
い
よ
。」

「
そ
ん
な
の
書
い
て
あ
っ
た
か
な
あ
。
え
ー
と
、
ち
ょ
っ
と
待
っ
て
ね
。」

　祖
母
は
、
あ
ち
こ
ち
の
ポ
ケ
ッ
ト
に
手
を
突
っ
込
み
な
が
ら
一
枚
の
紙
切
れ
を
探
し
出
し
た
。
見
る
と
、
そ
れ
は
隆

が
明
日
か
ら
の
宿
泊
学
習
の
た
め
に
祖
母
に
頼
ん
だ
買
い
物
リ
ス
ト
で
あ
っ
た
。
買
い
忘
れ
が
な
い
よ
う
に
、
祖
母
の

手
で
何
度
も
鉛
筆
で
チ
ェ
ッ
ク
さ
れ
て
い
た
。

「
や
っ
ぱ
り
、
ば
ん
そ
う
こ
う
も
軍
手
も
、
書
い
て
あ
り
ま
せ
ん
よ
。」

「
そ
れ
と
は
別
に
、
今
朝
、
買
っ
て
お
い
て
く
れ
る
よ
う
に
頼
ん
だ
だ
ろ
う
。」

「
そ
ん
な
こ
と
、
私
は
聞
い
て
い
ま
せ
ん
よ
。
絶
対
聞
い
て
い
ま
せ
ん
。」

「
あ
の
ね
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
。…

…

。」

　隆
は
、
今
に
も
か
み
つ
く
よ
う
な
顔
で
祖
母
を
に
ら
ん
だ
。

「
も
う
や
め
ろ
よ
。
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
は
忘
れ
て
し
ま
っ
た
ん
だ
か
ら
。」

「
何
だ
よ
。
お
兄
ち
ゃ
ん
だ
っ
て
、
さ
っ
き
ま
で
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
に
大
き
な
声
を
出
し
て
い
た
く
せ
に
。」

　僕
は
、
不
服
そ
う
な
隆
を
誘
っ
て
買
い
物
に
出
か
け
た
。
道
す
が
ら
、
隆
は
何
度
も
祖
母
の
文
句
を
言
っ
た
。

　
　

　そ
の
晩
、
祖
母
が
休
ん
で
か
ら
、
僕
は
今
日
の
出
来
事
を
父
に
話
し
、
何
と
か
な
ら
な
い
か
と
訴
え
た
。
父
は
、
僕

と
隆
に
、
先
日
、
祖
母
を
病
院
に
連
れ
て
行
っ
た
と
き
の
こ
と
を
話
し
出
し
た
。

「
お
前
た
ち
が
言
う
よ
う
に
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
記
憶
は
相
当
弱
く
な
っ
て
い
る
。

　し
か
し
、
お
医
者
さ
ん
の
話
で
は
、
残
念
な
が
ら
現
在
の
医
学
で
は
治
す
こ

　と
は
で
き
な
い
ん
だ
そ
う
だ
。
こ
れ
か
ら
も
っ
と
ひ
ど
く
な
っ
て
い
く
こ
と

　も
考
え
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
よ
。
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
は
、
お
ば
あ
ち
ゃ

　ん
な
り
に
一
生
懸
命
や
っ
て
く
れ
て
い
る
ん
だ
か
ら
み
ん
な
で
温
か
く
見

　守
っ
て
あ
げ
る
こ
と
が
大
切
だ
と
思
う
よ
。
今
ま
で
の
よ
う
に
、
何
で
も
お

　ば
あ
ち
ゃ
ん
に
任
せ
っ
き
り
に
し
な
い
で
、
自
分
で
で
き
る
こ
と
ぐ
ら
い
は

　自
分
で
す
る
よ
う
に
し
な
い
と
い
け
な
い
ね
。」

「
そ
れ
は
僕
た
ち
も
よ
く
分
か
っ
て
い
る
よ
。
だ
け
ど…

…

。」

　こ
れ
ま
で
の
祖
母
の
こ
と
を
考
え
る
と
、
僕
は
そ
れ
以
上
何
も
言
え
な
く
な
っ

た
。　そ

の
後
も
、
祖
母
は
じ
っ
と
し
て
い
る
こ
と
な
く
家
の
内
外
の
掃
除
や
片
付
け

に
動
き
回
っ
た
。
そ
し
て
、
物
が
な
く
な
る
回
数
は
ま
す
ま
す
多
く
な
っ
た
。

　あ
る
日
、
友
達
か
ら
の
電
話
を
受
け
た
祖
母
が
、
伝
言
を
忘
れ
た
た
め
、
僕

は
友
達
と
の
約
束
を
破
っ
て
し
ま
っ
た
。
父
に
話
し
た
後
怒
ら
な
い
よ
う
に
し

て
い
た
僕
も
、
こ
の
と
き
ば
か
り
は
激
し
く
祖
母
を
の
の
し
っ
た
。

　そ
れ
か
ら
一
週
間
余
り
過
ぎ
た
あ
る
日
、
探
し
物
を
し
て
い
た
僕
は
引
き
出

し
の
中
の
一
冊
の
手
あ
か
に
汚
れ
た
ノ
ー
ト
を
見
付
け
た
。
何
だ
ろ
う
と
開
け

て
み
る
と…

…

　そ
れ
は
、
祖
母
が
少
し
震
え
た
筆
致
で
、
日
頃
感
じ
た
こ
と
な
ど
を
日
記
風
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だ
ま

に
書
き
つ
づ
っ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
見
て
は
い
け
な
い
と
思
い
な
が

ら
、
つ
い
引
き
込
ま
れ
て
し
ま
っ
た
。
最
初
の
ペ
ー
ジ
は
、
物
忘
れ

が
目
立
ち
始
め
た
二
年
ほ
ど
前
の
日
付
に
な
っ
て
い
た
。
そ
こ
に
は
、

自
分
で
も
記
憶
が
ど
う
に
も
な
ら
な
い
も
ど
か
し
さ
や
、
こ
れ
か
ら

先
ど
う
な
る
の
か
と
い
う
不
安
な
ど
が
、
切
々
と
書
き
込
ま
れ
て
い

た
。
普
段
の
活
動
的
な
祖
母
の
姿
か
ら
は
想
像
で
き
な
い
も
の
で

あ
っ
た
。
し
か
し
、
そ
の
よ
う
な
苦
悩
の
中
に
も
、
家
族
と
共
に
幸

せ
な
日
々
を
過
ご
せ
る
こ
と
へ
の
感
謝
の
気
持
ち
が
行
間
に
あ
ふ
れ

て
い
た
。

『
お
む
つ
を
取
り
替
え
て
い
た
孫
が
、
今
で
は
立
派
な
中
学
生
に
な

　り
ま
し
た
。
孫
が
成
長
し
た
分
だ
け
、
私
は
年
を
と
り
ま
し
た
。

　記
憶
も
段
々
弱
く
な
っ
て
し
ま
い
、
今
朝
も
孫
に
し
か
ら
れ
て
し

　ま
い
ま
し
た
。
自
分
で
は
気
付
い
て
い
な
い
け
れ
ど
、
他
に
も
迷

　惑
を
か
け
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
自
分
で
は
一
生
懸
命
や
っ
て
い

　る
つ
も
り
な
の
に…

…

。
あ
と
十
年
、
い
や
、
せ
め
て
あ
と
五
年
、

　何
と
か
孫
た
ち
の
面
倒
を
見
な
け
れ
ば
。
ま
だ
ま
だ
老
け
込
む
わ

　け
に
は
い
か
な
い
ぞ
。
し
っ
か
り
し
ろ
。
し
っ
か
り
し
ろ
。
ば
あ

　さ
ん
や
。』

　そ
れ
か
ら
先
は
、
ペ
ー
ジ
を
繰
る
ご
と
に
少
し
ず
つ
字
が
乱
れ
て

き
て
、
判
読
も
で
き
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
最
後
の
空
白
の
ペ
ー

ジ
に
、
ぽ
つ
ん
と
に
じ
ん
だ
イ
ン
ク
の
跡
を
見
た
と
き
、
僕
は
も
う

い
た
た
ま
れ
な
く
な
っ
て
、
外
に
出
た
。

　庭
の
片
隅
で
か
が
み
こ
ん
で
草
取
り
を
し
て
い
る
祖
母
の
姿
が
目
に
入
っ
た
。
夕
焼
け
の
光
の
中
で
、
祖
母
の
背
中

は
幾
分
小
さ
く
な
っ
た
よ
う
に
見
え
た
。
僕
は
、
黙
っ
て
祖
母
と
並
ん
で
草
取
り
を
始
め
た
。

「
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
、
き
れ
い
に
な
っ
た
ね
。」

　祖
母
は
、
に
っ
こ
り
と
う
な
ず
い
た
。
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